
５．使い易い端末とコミュニティ向けサービスの提供

Ｈ２１年度に１，０００名のモニターを募集して実施した「フィールドトライアル」で頂いた多くの意見・要望をもとに、

日常生活で便利に使うための配信ビジネスモデルを複数の事業者と検討。

情報配信者と情報利用者を結ぶ新しいコミュニティ向けクラウドサービスをＨ２２．１１月より本格提供予定。

インターネット未利用・低利用のお客様でも、光サービスを手軽にご利用いただける端末・サービスの料金メニューを検討。

使い易いクラウドデバイス使い易いクラウドデバイス生活に密着した利用シーンの提案生活に密着した利用シーンの提案使い易いサービス使い易いサービス

「コミュニティ向けサービス」「コミュニティ向けサービス」「コミュニティ向けサービス」 「光iフレーム※1」「光「光iiフレームフレーム※1」」

情報配信者（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ）情報配信者（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ） 情報利用者（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ）情報利用者（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ）生活を「便利」に
するサービス

「つながり」を強める
サービス

「情報配信者（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ）」と「情報利用者（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ）」を結びつける

「コミュニティ」に利用シーンを提案
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※2 “Android”はGoogle Incの商標または登録商標です。

カルチャー講座
コミュニティメンバーコミュニティメンバー

8※1 “光iフレーム”はNTT東日本の商標（出願中）です。

家族共通のクラウドデバイス

「知りたい情報」を自動受信

Ａｎｄｒｏｉｄ™※2を採用。タッチパネルで簡

単操作、無線ＬＡＮ対応

ラジオやデジタルサイネージとしての

利用も可能な多用途端末

会員等特定のメンバーに対して、

情報をプッシュ配信し、必要な

レスポンスも収集可能なビジネス

モデルを実現

オープンな仕様、開発ツールの

提供やサービス開発支援体制の

構築により、情報配信者をサポート

安価な費用で、信頼性の高い

プラットフォームが利用可能


